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設
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に
向
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WelcomeWelcomeWelcomeWelcomeWelcome
　

道
徳
教
育
は
、
人
間
と
し
て
の
基
本

的
在
り
方
を
育
て
る
も
の
で
す
。従
っ
て
、

学
校
教
育
の
全
般
に
お
い
て
根
底
的
な

位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
将
来
、
世
の
中
（
我
々
の

世
界
）で
生
き
て
い
く
力
を
養
う
上
で
は
、

他
の
人
と
の
か
か
わ
り
方
、
社
会
で
の

自
分
の
責
任
の
果
た
し
方
な
ど
を
身
に

付
け
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

こ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
基
盤
と
な
る
自

己
中
心
性
の
克
服
と
、
他
の
人
た
ち
に

対
す
る
互
恵
平
等
と
信
義
の
原
則
、
さ

ら
に
は
信
頼
と
愛
情
の
心
を
養
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
土
台
の
上
に
立
っ
て
、
子

ど
も
が
自
ら
の
独
自
固
有
の
内
面
世
界

（
我
の
世
界
）を
大
切
に
し
、
自
分
で
満

足
し
充
足
す
る
生
涯
を
生
き
て
い
く
よ

う
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ

う
し
た
力
を
養
う
上
で
は
、
自
分
自
身

を
振
り
返
り
、
自
分
自
身
と
対
話
す
る

習
慣
を
身
に
付
け
る
と
同
時
に
、
自
ら

の
心
を
揺
り
動
か
す
も
の
と
の
出
合
い

を
大
切
に
し
、
自
分
自
身
の
責
任
に
お

い
て
生
き
て
い
く
よ
う
に
育
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
道
徳
教
育
は
、
単
な
る
徳

目
主
義
で
も
体
験
主
義
で
も
、
十
分
に

展
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
次
の

3
つ
の
レ
ベ
ル
で
の
教
育
活
動
を
有
機

的
に
相
互
関
連
さ
せ
な
が
ら
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

①
感
性
・
情
緒
の
レ
ベ
ル

　

多
様
な
体
験
と
感
動
を
通
じ
、
実
感

の
世
界
の
深
化
・
拡
大
を
図
る
と
同
時
に
、

感
性
そ
の
も
の
の
陶
冶
に
努
め
る
。

②
習
慣
・
規
律
の
レ
ベ
ル

　

生
活
指
導
や
学
校
行
事
・
儀
式
等
で

の
指
導
を
通
じ
、
あ
い
さ
つ
や
生
活
規

律
、
マ
ナ
ー
な
ど
の
習
慣
付
け
を
図
る
。

③
普
遍
的
価
値
の
レ
ベ
ル

　

エ
ピ
ソ
ー
ド
等
の
追
体
験
や
模
擬
的

な
価
値
葛
藤
の
体
験
を
通
じ
、
自
我
関

与
し
た
形
で
重
要
な
価
値
の
内
面
化
を

図
る
。

　

こ
の
よ
う
な
多
層

性
を
持
つ
道
徳
教
育

は
、「
道
徳
の
時
間
」

だ
け
で
な
く
、
登
校
か

ら
下
校
ま
で
の
学
校
生
活

の
全
体
を
舞
台
と
し
て
展
開
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
各
教
科
・
領
域
の
授

業
場
面
で
の
指
導
を
含
め
、
学
校
の
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
の
教
師
と
子
ど
も
の
か

か
わ
り
方
が
、
こ
う
し
た
道
徳
教
育
の

視
点
か
ら
問
い
直
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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教育子午線

February, 2006

10日
◎附属幼稚園、小学校、中学校第
3学期始業式
21日～22日
◎平成18年度大学入試センター
試験

31日
◎学部推薦入学者選抜試験

2日
◎平成18年度大学院入学者選
抜試験合格者発表（後期）

7日
◎兵庫県小野市との包括連携協
定の締結

20日
◎附属幼稚園第2学期終業式

22日
◎附属小学校、中学校第2学期終
業式

1日
◎ロゴマーク、マスコットキャラクタ
ー制定

3日～6日
◎公開講座「絵画制作」（4日連
続）

3日
◎サイエンスショー
◎附属中学校「友嬉祭」

12日
◎平成18年度大学院入学者選
抜試験（後期）

16日～18日
◎附属小学校6年生修学旅行

19日～20日
◎大学祭「嬉望祭」

22日
◎附属中学校研究発表会

教
育
最
前
線

よ
り
高
度
な
専
門
性
を
持
っ
た

教
員
の
育
成
を
め
ざ
し
て

〜
平
成
19
年
4
月「
教
職
大
学
院
」の
設
置
に
向
け
て

日
々
是
研
究

著
し
く
不
足
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の「
自
然
体
験
活
動
」

上
西
一
郎
（
学
校
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

教
育
現
場
か
ら
の
質
問

教
員
の
著
書
紹
介

W
a
tc

h
in
g 

ゼ
ミ
＆
講
座

渥
美
茂
明
ゼ
ミ（
自
然
系
教
育
講
座
）

卒
業
生
か
ら
の
手
紙

キ
ャ
ン
パ
ス
通
信

附
属
だ
よ
り

「
子
ど
も
の
学
び
を
深
め
る
保
育
の
創
造
」

│
実
践
研
究
の
構
築
を
め
ざ
し
て
│

名
須
川
知
子（
附
属
幼
稚
園
園
長
）

う
れ
し
の
交
差
点

兵
庫
教
育
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

1日
◎創立記念日
◎附属小学校「うれしのカーニバ
ル」
1日～22日
◎公開講座「子どもの発達と家庭
教育」（全4回）

3日～4日
◎学部3年次学生合宿研修

9日
◎附属幼稚園運動会

兵庫教育大学の動き

04

200510月　20061月

11月

12月

1月

0809101 112141516

10月

昨年12月7日、小野
市と包括連携協定
を締結しました。小
野市と兵庫教育大
学が互いの重要
性と連携協力の必
要性を深く認識し、

教育や文化、産業、福祉、まちづくりなどの分野で協力し合い、
地域社会の発展と人材育成に寄与していくことをめざします。

◎ 小 野 市 と 包 括 連 携 協 定 を 締 結

蓬莱務小野市長と梶田学長が締結書に調印。

附属小学校「うれしのカーニバル」

附属幼稚園運動会

附属中学校「友嬉祭」

大学祭「嬉望祭」
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昨
年
6
月
に
中
央
教
育
審
議
会
が

「
教
職
大
学
院
」
設
置
の
方
針
を
打
ち

出
し
、
そ
れ
を
受
け
て
、
兵
庫
教
育

大
学
で
は
平
成
19
年
4
月
の
設
置
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

教
職
大
学
院
と
は
、
現
職
教
員
の

再
教
育
や
即
戦
力
と
な
る
新
人
教
員

の
養
成
を
目
的
に
し
た
専
門
職
大
学

院
で
す
。
昭
和
53
年
に
新
構
想
大
学

と
し
て
創
設
さ
れ
た
兵
庫
教
育
大
学

に
と
っ
て
、
教
職
大
学
院
の
設
置
は

特
別
に
意
義
の
あ
る
取
り
組
み
で
あ

り
、
教
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
モ

デ
ル
を
全
国
に
示
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

よ
り
高
度
な

専
門
性
を
備
え
た

優
秀
な
教
員
を
養
成

　

い
つ
の
時
代
も
、
教
員
に
は
教
育

者
と
し
て
の
使
命
感
と
人
間
愛
を
は

じ
め
と
し
て
、
一
般
教
養
、
教
科
に

関
す
る
専
門
的
学
力
、
教
育
の
理

念・方
法
、
人
間
の
成
長
や
発
達
に
つ

い
て
の
理
解
力
、
優
れ
た
教
育
技
術

な
ど
、
高
度
な
資
質
能
力
が
要
求
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
、
教
育
を

取
り
巻
く
社
会
状
況
は
大
規
模
か
つ

急
激
に
変
化
し
て
お
り
、
子
ど
も
た

ち
の
学
ぶ
意
欲
や
規
範
意
識・
自
律

心
の
低
下
、
社
会
性
の
不
足
、
い
じ

め
や
不
登
校
の
深
刻
化
な
ど
、
学
校

教
育
が
抱
え
る
課
題
も
一
層
複
雑
化・

多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。

教 育 最 前 線

よ
り
高
度
な
専
門
性
を
持
っ
た

教
員
の
育
成
を
め
ざ
し
て

〜
平
成
19
年
4
月「
教
職
大
学
院
」の
設
置
に
向
け
て
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こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
変
化
や

諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
教
員
を

〝
高
度
専
門
職
業
人
〞
と
し
て
捉
え
、

優
れ
た
実
践
的
能
力
の
あ
る
人
材
の

養
成
を
担
う
の
が「
教
職
大
学
院
」
で

す
。
平
成
15
年
度
に
創
設
さ
れ
た
専

門
職
大
学
院
制
度
を
教
員
養
成
に
も

活
用
し
よ
う
と
、
昨
年
6
月
に
中
央

教
育
審
議
会
が
設
置
の
方
針
を
打
ち

出
し
ま
し
た
。

豊
富
な

実
習
時
間
を
設
け

実
践
力
を
高
め
る

　

兵
庫
教
育
大
学
で
は
、
現
在
の
大

学
院
学
校
教
育
研
究
科
に
既
設
の
専

攻
に
加
え
て
、
高
度
教
育
実
践
専
攻

と
し
て
教
職
大
学
院
を
設
置
し
ま
す
。

「
学
校
指
導
職
コ
ー
ス
」「
授
業
実
践

リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
」「
心
の
教
育
実
践

コ
ー
ス
」「
小
学
校
教
員
養
成
特
別
コ

ー
ス
」
の
4
コ
ー
ス
を
設
け
、
修
了
生

に
は
専
門
職
学
位（
教
職
修
士
）を
授

与
し
ま
す
。

　

教
育
課
程
は
、
す
べ
て
の
院
生
が

履
修
す
る
共
通
科
目
、
コ
ー
ス
や
分

野
ご
と
の
選
択
科
目
、
学
校
等
で
の

実
習
で
構
成
し
、
必
要
修
得
単
位
数

は
50
単
位
以
上
と
し
、
修
士
論
文
の

代
わ
り
に
事
例
研
究
報
告
な
ど
を
課

し
ま
す
。

　

教
職
大
学
院
で
は
、
指
導
教
員
の

4
割
以
上
を
実
務
家
教
員
に
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

般
の
専
門
職
大
学
院
で
の
そ
れ
は
3

割
以
上
で
す
か
ら
、
い
か
に
学
校
現

場
で
の
実
践
を
重
視
し
て
い
る
か
が

分
か
り
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
し
た
演
習

や
各
種
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
組

み
込
ま
れ
、
学
校
や
教
育
行
政
現
場

で
の
実
習
時
間
が
多
く
確
保
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

実
習
で
は
、
院
生
は
学
校
教
員
と

協
働
し
、
ア
ク
シ
ョ
ン・
リ
サ
ー
チ
な

ど
を
通
し
て
、
学
校
教
育
現
場
が
抱

え
る
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
教
職
大
学
院

に
お
け
る
教
育
環
境
整
備
の
一
環
と

し
て「
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
」
を
設
置
。

学
校
現
場
、
教
育
委
員
会
な
ど
で
の

実
習
に
必
要
な
学
校
フ
ィ
ー
ル
ド
や

人
材
の
確
保
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・授
業

開
発
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

高
度
な
実
践
力
や
応
用
力
を
持
っ

た
教
員
を
養
成
す
る
教
職
大
学
院
は
、

兵
庫
教
育
大
学
が
掲
げ
る
〝
教
育
界

の
メ
ッ
カ
〞の
実
現
に
向
け
て
の
具
体

的
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

■専門職大学院制度とは
　平成15年に創設。もともとは司法制

度改革の一環として、法曹養成を行う

法科大学院の設置が目的でした。教育

の目的、教育内容、指導方法、教授スタ

ッフ、修了要件、学位などを高度専門職

業人養成に特化することが特色とされ

ています。この制度を教員養成に活用

したのが「教職大学院」です。法科大

学院と同じく、特例的に固有名が付さ

れており、教職大学院に対する社会的

な期待の高さがうかがえます。

■現行の大学院制度との違い
　専門職大学院制度の創設によって、

現行の大学院制度における研究者養

成と専門職大学院での高度専門職業

人養成が教育機能面で明確に区分さ

れます。兵庫教育大学では、既設の大

学院の教育目的を「学校教育に関する

理論と実践についての研究能力を持ち

実践の場における教育の推進者となる

教員の養成」とし、教職大学院のそれ

は「学校現場において、実践力、応用力

などの高度の専門性を身に付けた指導

的教員および学校づくりの有力な一員

となり得る新人教員の養成」とします。

◆
T
E
X
T
＝
勝
野
眞
吾（
理
事
・
副
学
長
）
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校
長
や
教
頭
に
は
自
律
的
で
学
校
内
外
に
開
か
れ
た

学
校
経
営
を
創
造
し
、
推
進
し
て
い
く
能
力
が
、
教
育

委
員
会
の
指
導
主
事
や
管
理
主
事
に
は
地
域
の
特
性
や

実
態
に
応
じ
た
教
育
施
策
を
企
画
・
立
案
す
る
能
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ス
で
は
、
中
堅
層
以
上
の
教
員

を
受
け
入
れ
、
校
長
や
教
頭
と
い
っ
た
学
校
経
営
専
門

職
、
指
導
主
事
や
管
理
主
事
な
ど
の
教
育
行
政
専
門
職

を
め
ざ
す
人
材
を
養
成
し
ま
す
。
学
校
経
営
や
教
育
行

政
に
お
け
る
専
門
性
や
実
践
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ

と
で
、「
教
育
的
基
盤
」
を
持
つ
専
門
職
の
養
成
が
効
果

的
に
行
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
現
場
で
一
定
の
教
職
経
験
を
積
ん
だ
現
職
教
員

や
教
員
養
成
系
学
部
卒
業
生
を
対
象
に
、
①
優
れ
た

実
践
的
指
導
力
を
備
え
、
②
同
僚
や
若
年
教
員
に
対
し

て
指
導
的
役
割
を
果
た
し
得
る
メ
ン
タ
ー
教
員
と
し
て
、

③
学
校
教
育
の
抱
え
る
複
雑
か
つ
多
様
な
諸
課
題
に
対

し
て
、
積
極
的
な
実
践
改
革
へ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
教
員
の
養
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

院
生
に
は
、
教
育
専
門
職
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て

の
共
通
基
盤
に
立
ち
な
が
ら
、
専
門
的
知
識
と
確
か
な

指
導
理
論
、
優
れ
た
実
践
力
・
応
用
力
を
身
に
付
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。

担
当
教
員
が
語
る

教
職
大
学
院

各
コ
ー
ス
の
目
標
と
目
的

教 育 最 前 線

学校指導職コース

加
か

治
じ

佐
さ

哲
てつ

也
や

教授

授業実践リーダーコース

岩
いわ

田
た

一
かず

彦
ひこ

教授

兵 庫 教 育 大 学 教 育 研 究 組 織 概 念 図

連合学校 教育学研究科…24人

高度教育実践
専攻の人材養成

学校現場における
実践力や応用力な
どの高度な専門性を
身に付けた指導的
教員、学校づくりの
有力な一員となり得
る新人教員を養成学校教育学部 …160人

現職教員

他学部卒業生

社会人

学 校 教 育 研 究 科
教職大学院

専門職学位（教職修士）課程…100人

▶学校指導職コース･･････････････20人

▶授業実践リーダーコース･･････････30人

▶心の教育実践コース････････････20人

▶小学校教員養成特別コース･･････30人
（長期在学制度を活用した3年コース）

高度教育実践専攻

人数＝定員
⇦…主な受け入れ対象
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「
心
の
教
育
」
と
は
、
道
徳
教
育
や
進
路
指
導
、
生
徒

指
導
・
教
育
相
談
、
学
級
経
営
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
教
科

外
教
育
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
分
野
の
教
育
活

動
、
地
域
に
お
け
る
教
育
活
動
、
学
校
や
地
域
に
よ
る

家
庭
教
育
へ
の
支
援
活
動
な
ど
を
総
括
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
心
の
教
育
に
効
果
的
に
取
り
組
む
た
め
の
実

践
的
力
量
を
高
め
る
と
と
も
に
、「
心
の
教
育
実
践
プ
ロ

グ
ラ
ム
」の
開
発
・
実
践
指
導
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
で
き
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
養
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

現
職
教
員
と
教
員
免
許
状
を
持
つ
大
学
卒
業
者
を
受
け

入
れ
ま
す
。

　

中
学
校
や
高
校
な
ど
の
教
員
、
教
員
免
許
状
を
持

っ
て
い
な
い
大
学
卒
業
生
や
社
会
人
を
受
け
入
れ
ま
す
。

院
生
は
本
学
の
初
等
教
育
教
員
養
成
課
程
の
科
目
を
履

修
し
て
、
小
学
校
教
員
第
1
種
免
許
状
を
取
得
す
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
高
度
で
実
践
的
な
指
導
力
・
展
開
力
を

備
え
、
新
し
い
学
校
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
高
い
期

待
に
応
え
ら
れ
る
教
員
を
養
成
し
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ス
の

み
修
業
年
限
は
3
年
間
で
す
。

心の教育実践コース

渡
わた

邉
なべ

　満
みちる

教授

小学校教員養成特別コース

千
せん

駄
だ

忠
ただ

至
し

教授

兵 庫 教 育 大 学 教 育 研 究 組 織 概 念 図

連合学校 教育学研究科…24人

既設専攻の
人材養成

学校教育に関する
理論と実践につい
ての研究能力を持
ち、実践の場におけ
る教育の推進者と
なる教員を養成

学校教育学部 …160人

博士課程

学士課程

現職教員

他学部卒業生

学 校 教 育 研 究 科

特別プログラム（構想中）
▶海外支援教育プログラム
▶和文化教育プログラム

初等教育
総合コース
（構想中）

学部4年+
修士2年の
6年一貫制

▶教育コミュニケーションコース････10人
▶幼年教育コース･･･････････････10人
▶学校心理学コース･････････････20人
▶臨床心理学コース･････････････40人

学校教育学専攻…80人

▶言語系コース･････････････････20人
▶社会系コース･････････････････20人
▶自然系コース･････････････････15人
▶芸術系コース･････････････････15人
▶生活･健康コース･･････････････20人

教科・領域教育学専攻…90人

▶心身障害コース･･･････････････20人
▶特別支援教育コーディネーターコース･･･10人

特別支援教育学専攻…30人

修士課程…200人
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私
た
ち
は
学
内
外
の
教
育
関
係
者
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み
、
平
成

14
年
度
か
ら
3
年
に
わ
た
っ
て
「
子
ど

も
の
自
然
体
験
活
動
の
指
導
に
求
め
ら

れ
る
学
校
教
員
の
資
質
能
力
形
成
に
関

す
る
研
究
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
1
年
目
、
子
ど
も
の
自
然
体

験
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
22
の

質
問
と
3
段
階
の
尺
度
を
設
定
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
【
グ
ラ

フ
参
照
】。
回
答
者
は
、
県
内
の
小
学

5
年
生
（
自
然
学
校
体
験
者
）
男
子

1
7
3
3
人
、
女
子
1
6
2
5
人
で
す
。

　

調
査
の
結
果
、
A
の
男
女
と
も
50
％

以
上
が
何
回
も
あ
る
と
回
答
し
た
の
は

①
②
⑲
の
3
項
目
。
B
は
③
④
、
C
は

⑤
⑦
、
D
は
⑩
で
し
た
。
ま
た
、
E
の

男
女
の
30
％
以
上
が
1
回
も
体
験
し
た

こ
と
の
な
い
の
は
⑱
と
K
で
し
た
。

　

平
均
値
の
比
較
で
男
子
の
得
点
が
高

か
っ
た
の
は
①
③
④
の
ほ
か
、
⑨
「
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
や
リ
フ
ト
を
使
わ
ず
山
に

登
っ
た
こ
と
が
あ
る
」、
⑪「
ク
モ
が
巣

を
張
っ
て
い
る
様
子
を
見
た
こ
と
が
あ

る
」、
⑬「
自
分
の
身
長
よ
り
高
い
木
に

登
っ
た
こ
と
が
あ
る
」、
⑭「
山
や
野
原

で
ヘ
ビ
に
出
合
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
な

ど
、
動
植
物
に
直
接
触
れ
た
り
、
活
動

内
容
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
が
得
点

を
集
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
女
子
で
は
⑤
⑦
の
ほ
か
、
⑳

「
野
菜
や
果
物
の
皮
を
包
丁
で
む
い
た

こ
と
が
あ
る
」、
L「
雪
だ
る
ま
を
作
っ

た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
っ
た
静
的
な
活

動
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
と
、
平
野
吉
直
教
授

（
信
州
大
学
教
育
）が
11
年
に
行
っ
た
調

査
と
共
通
し
た
項
目
①
②
③
④
⑦
⑨
⑬

K
、
⑥
「
太
陽
が
昇
る
と
こ
ろ
や
沈
む

と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
」、
⑧「
キ

ャ
ン
プ
を
し
た
こ
と
が
あ
る
」
に
つ
い

て
「
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
回
答
し
た
子

ど
も
の
比
率
を
比
較
し
て
み
る
と
、
K

を
除
い
て
、
本
調
査
結
果
の
比
率
は
男

女
と
も
に
低
い
値
で
し
た
。
数
値
を
見

る
限
り
、
子
ど
も
の
自
然
体
験
は
著
し

く
不
足
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
教
員
や
教
員
志
望
の

学
生
も
自
然
体
験
が
不
足
し
て
い
る
と

指
摘
す
る
教
育
関
係
者
も
い
ま
す
。

著
し
く
不
足
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の「
自
然
体
験
活
動
」

日 々 是 研 究

学校教育研究センター教授

上
うえ

西
にし

一
いち

郎
ろう

～Day By Data～

0 20 40 60 80 100%

子どもの自然体験の実態

A…男女とも50％以上が何回もあると回答した項目
B…男子の50％以上が何回もあると回答した項目
C…女子の50％以上が何回もあると回答した項目

D…男女の50％以上が1回もないと回答した項目
E…男女の30％以上が1回もないと回答した項目

①野鳥を見たり、鳴き声を聞いたことがある

②川や海で泳いだことがある

⑲1時間以上歩き続けたことがある

③チョウやトンボなどの昆虫を捕まえた
ことがある

④川や海で貝を捕ったり魚を釣った
ことがある

⑤太陽が昇るところや沈むところを見た
ことがある

⑦夜空いっぱいに輝く星をゆっくり見た
ことがある

⑩木の実・野草・キノコなどを採って食べた
ことがある

⑱わき水を飲んだことがある

K田植えや稲刈りをしたことがある

●…1回もない
●…少しある

●…何回もある
●…無回答

A

A

A

B

B

C

C

D

E

E

5.2 28.1 59.6 7.1
4.9 34.1 54.0 7.0

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

7.2 27.2 60.5 5.1
6.0 27.8 66.2

4.9 30.1 57.6 7.4
4.6 37.7 57.6

8.1 23.7 61.0 7.2
13.5 42.3 44.2

9.9 29.6 52.8 7.7
11.1 41.1 47.8

19.3 43.3 29.6 7.8
6.0 40.3 53.7

10.7 40.1 41.8 7.4
7.6 41.6 50.7

51.2 24.3 16.9 7.6
52.7 31.0 16.2

32.2 35.6 24.9 7.3
36.4 40.9 22.7

35.3 33.3 24.0 7.4
35.5 39.0 25.5
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Books

※教員の著書は附属図書館で閲覧できます。詳しくは学術情報課☎0795･44･2062へお問い合わせください。

教

員

の

著

書

紹

介

　スポーツに凝縮・刻印されている文化と社会を文化人類
学の方法によって読み解いたもので、民族スポーツ、国際ス
ポーツ、過去スポーツ、武道、舞踊、遊び、養生、癒やし等々
の行動と、それらにかかわる身体を異文化理解と自文化理
解の展望の下に分析したものである。
　例えば、第2部『スポーツ人類学のアンソロジー』の「柔道
のルールと文化」（永木著）では、明治15（1882）年に日本
の教育者、嘉納治五郎によって興され、今日に至るまで継承
されてきた「柔道」の、特に国際化・グローバル化の過程で
みられる変容やズレの問題について、競技ルールの視点か
ら考察している。

『教養としてのスポーツ人類学』

編著者：寒川恒夫
著者：永木耕介（実技教育研究指導センター・助教授）
※第2部・第26項「柔道のルールと文化」を執筆

　教師論、学校論、教育実践研究の方法論の三部構成。
いずれの論も著者の長年の研究と教育実践者との交流か
ら得られた体系的・実践的知識に裏付けられた、分かりやす
いものばかりである。
　戦後につくられ、今日に至っている教育理念、教師の在り
方、学校の役割、教育研究者と教育実践者のかかわりなど
への固定観念を打ち破り、変革を求める論が印象に残る。
言いっ放し、読みっ放しにできない、実践に役立つ本である。
現職の教員や教員をめざす人、教育を考えるすべての人に読
んでもらいたい。

（推薦人：藤井徳行・社会系教育講座教授）

『教師・学校・実践研究
人間教育の基盤を創る』

「
食
育
」は
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
が
不
可
欠
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
か
。

平
成
17
年
度
か
ら
栄
養
教
諭

制
度
が
始
ま
り
、
食
育
基
本

法
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
は
〝
食

育
ブ
ー
ム
〞と
も
言
え
る
状
況
で
す
。

食
育
の
推
進
が
精
力
的
に
多
分
野
連

携
で
行
わ
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
方
向
性

や
内
容
の
明
確
化
と
共
有
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

食
育
の
ね
ら
い
は
、
狭
義
の
食
生

活
改
善
や
健
康
の
維
持
・
増
進
だ
け

で
な
く
、
人
間
形
成
や
食
文
化
の
形

成
・
継
承
、
社
会
、
環
境
、
経
済
と

の
か
か
わ
り
ま
で
広
い
視
野
を
持
っ

て
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

学
校
で
の
食
育
に
つ
い
て
は
、「
心

身
の
健
康
」
を
中
心
課
題
と
捉
え
つ

つ
も
、
栄
養
・
健
康
に
と
ど
ま
ら
ず
、

食
農
教
育
や
環
境
教
育
、
地
域
学
習
、

消
費
・
流
通
に
関
す
る
学
習
な
ど
の

視
点
か
ら
も
取
り
扱
い
、「
食
」
の
持

つ
多
様
な
側
面
に
気
づ
く
よ
う
な
実

施
計
画
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

児
童
生
徒
が
自
ら
考
え
、
食
の
大
切

さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
教
育
方
法

を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　

指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
教
科
、
特

別
活
動
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

な
ど
を
関
連
付
け
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
基
本
内
容
の
定
着
を
図
り
、
発

展
的
な
学
習
へ
と
進
め
て
く
だ
さ
い
。

食
べ
方
の
基
本
は
、
家
庭
科
や
保
健

体
育
の
内
容
を
中
心
と
し
、
食
生
活

学
習
教
材
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、

「
食
生
活
指
針
」の
内
容
を
踏
ま
え
た

も
の
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
教
師
一
人
の
視
野
や
発

想
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
で
き
る

だ
け
家
庭
や
地
域
を
巻
き
込
み
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が
か
か
わ
っ
た

取
り
組
み
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
際
、
教
師
は
全
体
を

把
握
す
る
こ
と
、
ま
た
自
ら
が「
食
」

に
関
心
を
持
ち
、
楽
し
い
と
感
じ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

アドバイザー教 育 現 場 か ら の 質 問

生活・健康系教育講座助教授
岸
きし

田
だ

恵
え

津
つ

A Q

金子書房・平成17年刊
著者：梶田叡一（学長）

大修館書店・平成16年刊

『教養としてのスポーツ人類学』『教養としてのスポーツ人類学』 『教師・学校・実践研究
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◆
執
筆
者
＝
楠
本
真
也

大
学
院
学
校
教
育
研
究
科

教
科
・
領
域
教
育
専
攻

自
然
系
コ
ー
ス
1
年

　

渥
美
ゼ
ミ
で
は
、
カ
タ
バ
ミ
の
研

究
を
し
て
い
ま
す
。
学
問
領
域
と
し

て
は
植
物
生
理
学
に
入
り
ま
す
。
多

く
の
人
は
カ
タ
バ
ミ
が
ご
く
身
近
に

生
え
て
い
る
植
物
だ
と
い
う
こ
と
を

知
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、
実
は
と
て
も

魅
力
的
な
植
物
で
す
。
普
通
、
植
物

は
上
に
枝
を
伸
ば
し
ま
す
が
、
ゼ
ミ

で
扱
っ
て
い
る
V
6
と
い
う
種
類
は
側

枝
を
水
平
に
伸
ば
し
生
長
す
る
特
性

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

指
導
教
員
の
渥
美
茂
明
教
授
は
知

識
豊
富
。
仕
事
と
趣
味
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
先
生
で
す
。
口
癖
は
「
勉
強
し
！
」
。

私
た
ち
ゼ
ミ
生
は
、
分
か
ら
な
い
、
知

ら
な
い
こ
と
は
自
ら
補
う
こ
と
で
、
自

ら
の
知
識
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
こ

の
短
い
言
葉
か
ら
感
じ
、
受
け
止
め
て

い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
に
所
属
す
る
大
学
院
生
は

2
人
。
現
職
教
員
の
山
崎
尚
さ
ん
と
、

他
大
学
か
ら
の
ス
ト
レ
ー
ト
マ
ス
タ
ー

で
あ
る
私
（
楠
本
）
で
す
。

　

滋
賀
県
の
小
学
校
教
諭
で
あ
る
山

崎
さ
ん
は
、
兵
庫
教
育
大
学
出
身

で
、
学
部
生
時
代
に
も
渥
美
ゼ
ミ

で
学
ん
で
い
ま
し
た
。「
カ
タ
バ
ミ

葉
柄
の
環
境
応
答
と
組
織
構
造
の

研
究
」
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
実

験
や
デ
ー
タ
整
理
、
実
験
道
具
の

作
製
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
す
。
気

さ
く
な
山
崎
さ
ん
は
現
職
教
員
と

い
う
感
じ
が
せ
ず
、
私
と
同
じ
ス

ト
レ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の
よ
う
な
気

分
で
接
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
人
の
院
生
で
あ
る
私
は

昨
春
、
他
大
学
の
理
工
学
部
を

卒
業
し
ま
し
た
が
、
教
師
に
な
り

た
い
と
考
え
、
大
学
院
に
入
学
し

ま
し
た
。
最
近
、
あ
る
疑
問
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
渥
美
ゼ
ミ

は
生
物
研
究
室
で
あ
り
な
が
ら
、
そ

う
で
な
い
部
分
が
存
在
す
る
の
で
す
。

毎
日
、
生
物
研
ら
し
い
会
話
が
あ
る

の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
や
機
械
、
経
済
な
ど
が
話

題
に
な
る
こ
と
も
た
び
た
び
で
、
ど
こ

か
ら
と
も
な
く
湧
き
出
て
く
る
知
識

の
泉
の
よ
う
な
研
究
室
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
指
導
教
員
と
学
生
の
距
離

が
他
大
学
に
比
べ
て
非
常
に
近
い
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
理
系
の
大
学
や
一
学

年
の
人
数
が
多
い
大
学
で
は
、
教
員

と
意
見
交
換
や
会
話
を
す
る
機
会
が

少
な
い
上
に
、
同
じ
部
屋
で
研
究
を

し
ま
せ
ん
。
渥
美
ゼ
ミ
の
よ
う
な
雰

囲
気
の
中
で
研
究
が
で
き
る
こ
と
は

本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

学
部
ゼ
ミ
生
と
大
学
院
ゼ
ミ
生
の

友
好
的
な
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の

ゼ
ミ
生
も
よ
く
研
究
室
に
出
入
り
し
、

渥
美
先
生
を
中
心
に
と
て
も
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
研
究
室
で
す
。

研究対象のカタバミ

Watching
ゼ ミ
&
講 座

渥
あつ

美
み

茂
しげ

明
あき

ゼミ
自然系教育講座

左から山崎さん、楠本、渥美教授、白石進さん（学部4年）

先
生
の
口
癖
は「
勉
強
し
！
」

知
識
の
泉
の
よ
う
な
研
究
室
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　幼稚園教諭になって５年目になります。幼稚園教諭を

めざしたのは実習で幼稚園が一番訳が分からなかった

ことと、附属幼稚園で幼児教育の面白さ、奥深さに触れ

たからです。幼稚園に男性教諭がいるのはテレビや新

聞などで少しずつ一般に認知されてきましたが、現状は

まだまだ男性教諭は少なく、明石市の幼稚園では私が

初採用です。出張や研修会に参加しても、何百人と女

性がいる中で一人だったり、運動の講習会では更衣室

がなかったりということもありました。

　採用されてまず苦労したのがピアノです。今までピア

ノを習ったことがなく、大学の講義の課題曲くらいしか

弾いたことがありませんでした。でも、どの幼稚園にも園

歌があり、行事があります。そこで、すぐにピアノ教室の門

をたたきました。今では少し弾けるようになりましたが、当

初は曲をマスターしたころには行事や季節が過ぎ去って

いたという感じでした。

　今年度は32人のクラスを受け持っています。子どもた

ちと園庭を走り回り、大声で笑い合い、時には一緒に喜

んだり、泣いたりしています。しんどいこともたくさんありま

すが、子どもたちとかけがえのない毎日を過ごせることに

やりがいを感じています。

　現在、金沢市

郊外にある北陸

大学で、主に「日

本近現代史」を

教えています。

　講義では1945

年８月15日のアジ

ア太平洋戦争の

敗戦を破局の「終

点」とすれば、その

「起点」はどこに

求められるであろ

うかという問題意

識のもとで、時間

軸を逆に授業を

展開しています。

　敗戦→対米英戦争→日中戦争→満州事変にいたる

15年戦争です。

　さらに日中戦争の「起点」を当時の日本人の中国観を

一変させ、「その後の日本の質を規定した」（宮地正人・

現国立歴史民俗博物館長）といわれる日清戦争に置い

ています。

　このように1945年の敗戦の「起点」を、カメラをロン

グショットにして1894年の日清戦争までさかのぼる授

業構成をとっています。当時の政治状況から他の選択

肢は取り得なかったのか、どの選択肢が決定的なター

ニングポイントとなったかなどを問いかけながら、歴史的

思考力を養い、歴史認識を豊かにすることをめざしてい

ます。

　北陸大学には「未来創造学部」という全国でもユニ

ークな学部があります。私は学生たちに歴史学は過去

と同じ過ちを二度繰り返さないための〝武器〞として、未

来を創造することにつながる学問だと話しています。

卒 業 生 か ら の 手 紙

Letters From OB&OG

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の〝
武
器
〞

慣
れ
な
い
ピ
ア
ノ
に
悪
戦
苦
闘

北陸大学助教授
小
こ

南
みなみ

浩
こう

一
いち

さん

明石市立大久保幼稚園教諭
松
まつ

本
もと

敏
とし

英
ひで

さん

研究室にて

芝
生
の
園
庭
は
明
石
市
も
推
奨
し
て
い
ま
す

西宮市出身。平成12年、学校教育学部教科・領域教育専修言語系コー
ス（児童文学を専攻）を卒業後、附属幼稚園で臨時採用職員として勤務。
翌年、明石市の幼稚園に着任した。

昭和54年、大阪大学を卒業。兵庫県内の高校で社会科教諭を務めた後、
平成6年に大学院学校教育研究科・社会系コース修了。8年、北陸大学に
着任。主な論文は「大正デモクラシー期の高砂町政問題」「戦時下賀川
豊彦の思想と行動」「粛正選挙下における政党とその支持動向」など。
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昨
年
7
月
、
藤
田
真
由
美
さ
ん
ら
、

教
科
・
領
域
教
育
専
攻
言
語
系
（
英
語
）

コ
ー
ス
の
1
年
生
、
17
人
（
留
学
生
3

人
含
む
）が
企
画
し
た
『
体
験
国
際
交
流

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
目
で
、
耳
で
、
舌
で

感
じ
る
世
界
の
国
々
〜
』
が
、
学
生
委

員
会
の※「
大
学
院
生
課
外
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

彼
女
た
ち
は
以
前
か
ら
、
留
学
生
と

の
交
流
会
〝E

nglish Tim
e

〞を
定
期

的
に
開
い
て
お
り
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
向
け
の
国
際

交
流
の
場
を
設
け
た
い
と
の
思
い
か
ら

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
の
合
言
葉
は
〝O

ve
r th

e
L
a
n
g
u
a
g
e

（
国
境
や
言
葉
を
超
え

た
交
流
）〞。
今
の
時
代
、
テ
レ
ビ
で
世

界
各
地
の
様
子
が
分
か
り
ま
す
が
、
そ

れ
は
一
方
通
行
の
情
報
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
め
ざ
す
の
は
、
人
と
人
が
顔

を
見
合
わ
せ
、
同
じ
体
験
を
し
な
が
ら
、

言
葉
や
笑
顔
を
交
わ
す
心
と
心
の
交
流

で
す
」と
藤
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
3
回
の
交
流
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
開
い
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
昨

年
10
月
。
附
属
小
学
校
の
児
童
約
50
人

を
大
学
に
招
待
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
タ
イ
の
留
学
生
と

院
生
た
ち
が
タ
イ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま

し
た
。
体
育
館
と
学
生
食
堂
を
会
場
に
、

体
育
館
で
は
イ
エ
メ
ン
の
ア
ラ
ビ
ア
語

講
座
、
ア
メ
リ
カ
の
生
活
や
文
化
に
関

す
る
ク
イ
ズ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
遊
び
と

歌
、
韓
国
語
講
座
と
遊
び
、
中
国
の
蹴

鞠
、
タ
イ
ダ
ン
ス
の
衣
装
の
試
着
な
ど
、

6
カ
国
の
ブ
ー
ス
を
展
示
。
子
ど
も
た

ち
は
そ
れ
ら
を
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式

で
見
て
回
り
な
が
ら
、
つ
か
の
間
の
世

界
旅
行
の
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。一
方
、

学
生
食
堂
で
は
、
中
国
の
留
学
生
が
中

心
と
な
っ
て
、
水
餃
子
作
り
体
験
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

2
回
目
は
社
町
立
鴨
川
小
学
校
、
3

回
目
は
同
米
田
小
学
校
へ
出
向
き
、
タ

イ
ダ
ン
ス
や
中
国
語
、
蹴
鞠
講
座
な
ど

を
催
し
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
の
衣
装
に
袖

を
通
し
た
6
年
生
の
男
児
は
「
め

っ
た
に
な
い
経
験
が
で
き
て

う
れ
し
い
」
と
言
っ
て
く

れ
た
そ
う
で
す
。

　
「
児
童
の
前
で
自
分
の
国
の
話
が
で

き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」
と
話
す
の

は
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
タ
イ
の
留
学
生

ジ
ャ
ッ
プ
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に
タ
イ

つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

自
身
も
故
国
の
役
に
立
っ
て
い
る
よ
う

な
気
持
ち
に
な
る
と
言
い
ま
す
。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
心
と

心
を
通
わ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら

た
め
て
実
感
し
ま
し
た
」
と
藤
田
さ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
言
語
系
コ
ー
ス
の
面
々

は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
〝O

ve
r 

the Language

〞の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

届
け
て
い
き
ま
す
。

言葉や国境を超えた交流の大切さを
地域の子どもたちに伝えたい

大学院生（修士課程）が自主
的に企画・運営し、創造性を
発揮できる魅力あるプロジェク
トを指し、学生委員会によって
採択されれば、活動に必要
な物品の購入資金や旅費な
どの補助を受けられます。平
成17年度は19件の応募の
うち7件が採択されました。

を
催
し
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
の
衣
装
に
袖

を
通
し
た
6
年
生
の
男
児
は
「
め

っ
た
に
な
い
経
験
が
で
き
て

う
れ
し
い
」
と
言
っ
て
く

れ
た
そ
う
で
す
。

キ ャ ン パ ス 通 信

CampusReport

大学院生（修士課程）が自主
的に企画・運営し、創造性を
発揮できる魅力あるプロジェク
トを指し、学生委員会によって
採択されれば、活動に必要

ス ポ ッ ト ・ ラ イ ト

加古川市、吉川町（現三木市）、稲美町の中学校で英語教諭
を務めた後、平成17年に大学院に入学。言語系コースのメ
ンバーたちからは「ねーさん」と慕われている。

大学院学校教育研究科
教科・領域教育専攻言語系（英語）コース1年

藤
ふじ

田
た

真
ま

由
ゆ

美
み

さん

小
学
生
た
ち
に
タ
イ
ダ

ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た

故
国
を
指
差
す
イ
エ
メ
ン
の
留
学
生
ハ
リ
ル
さ
ん

※大学院生課外
　研究プロジェクトとは
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57.1

37.8

68.4

45.0

69.9

52.2

74.2

55.5

82.1

56.4

　よさこい部は部員37人。週2回活動しています。

「チーム鬼灯」の名前で県内を中心にさまざまな地

域の祭りやイベントに参加しています。老人ホーム

や幼稚園、保育園で踊ったり、小学校や中学校へ

よさこいを教えに行くこともあります。たくさんの人た

ちとの出会いやふれあいを大切にしながら、楽しく

活動しています。

　昨年は遠征も多く、北海道、静岡、鳥取、そして11

月にはイタリアのナポリで開催された「ジャパンウィ

ーク」という祭典に、3年前のトルコに引き続き12人

の部員が参加しました。ナポリではよさこい

を通して、たくさんの人 と々の出会いがあり、

交流を深められました。また、現地の小学校

を訪問し、子どもたちと一緒に踊ったり、折り

紙でかぶとを作ったり、日本のおもちゃをプ

レゼントしたりしました。子どもたちはすごく

興味を示し、目を輝かせながら楽しんでくれ

ました。

　ナポリの子どもたちとの出会いは私たち

にとって大きな財産になりました。貴重な経

験から得たものをこれからの活動、また教

員をめざす上で大いに役立てていきたいと思いま

す。鬼灯～、そいやぁ～！！

　兵庫教育大学はここ数年、国

立大学教員養成大学・学部 （教

員養成課程）の教員就職率ラン

キングでトップクラスを維持してい

ますが、昨年3月卒業生の教員就

職率（昨年9月30日現在）は前年

を大きく上回る82.1％となり、2年

連続で全国1位に輝きました。

　過去には教員就職率が落ち込

んだ時期がありましたが、平成9年

に就職相談室を開設し、室長と

学内外の相談員、事務職員を配

置。国立大学が法人化となった

一昨年4月には、クラス担当教員

や研究指導教員も進路相談や

指導助言などを行えるようにする

など、就職支援体制を整えてきま

した。

　今後も、全学生が教員としての

資質向上に取り組めるよう、一丸

となって支援していきます。

（学生支援課就職相談室）

兵庫教育大学の教員就職率が
2年連続で全国第1位に

ク

ラ

ブ

奮

戦

記

部長
森
もり

井
い

裕
ゆう

子
こ

さん

学校教育学部総合学習系コース3年

ナポリにて。前列左から2人目が森井さん。

昨年11月には、大学学生表彰（文化芸術奨励賞）を受けました

74.2

82.1

紙でかぶとを作ったり、日本のおもちゃをプ紙でかぶとを作ったり、日本のおもちゃをプ

レゼントしたりしました。子どもたちはすごく

興味を示し、目を輝かせながら楽しんでくれ

　ナポリの子どもたちとの出会いは私たち

にとって大きな財産になりました。貴重な経

験から得たものをこれからの活動、また教
キ ャ ン パ ス 通 信

CampusReport

踊
り
が
も
た
ら
し
て
く
れ
た

　
　

出
会
い
は
私
た
ち
の
財
産
で
す

よさこい部

速　　報

◎学校教育学部教員就職率

50％
全国
2位

平成13 14 15 16 17 （卒業年）

全国
1位

全国
2位

全国
1位

全国
1位

●…兵庫教育大学

●…全国平均
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附属幼稚園

　
「
♪
り
す
さ
ん
の
つ
く

っ
ー
た
、
ち
い
さ
な
ケ

ー
キ
」

　

附
属
幼
稚
園
児
全
員

の
愛
ら
し
い
声
が
大
学

の
講
堂
い
っ
ぱ
い
に
広

が
り
ま
す
。
昨
秋
も
幼

大
連
携
の
一
環
と
し
て
、

大
学
祭
〝
嬉
望
祭
〞に
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
行
事
や
保
育
の
背

景
に
は
、
日
々
の
教
育

研
究
の
蓄
積
が
生
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

附
属
幼
稚
園
で
は
「
子

ど
も
の
学
び
を
深
め
る

保
育
の
創
造
」
を
掲
げ
、
主
に
４
つ
の

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
日
々
の
保
育
研
究
と
し
て

「
一
人
一
人
の
幼
児
が
友
達
と
共
に
充

実
感
を
味
わ
っ
て
遊
ぶ
た
め
の
保
育
環

境
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も

が
充
実
感
を
感
じ
ら
れ
る
保
育
環
境

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
各
教

員
が
日
ご
ろ
か
ら
保
育
研
究
を
実
施

し
、
そ
の
成
果
を
年
３
回
の
公
開
研

究
会
で
提
案
し
て
い
ま
す
。
大
学
教
員

の
指
導
、
助
言
を
受
け
な
が
ら
、〝
保
育

を
開
く
〞こ
と
で
研
さ
ん
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
幼
年
教
育
講
座
と
共

同
で
進
め
て
い
る
子
育
て
支
援
研
究
で

す
。
保
護
者
が
子
育
て
の
楽
し
さ
を
実

感
で
き
る
よ
う
、
保
育
や
園
外
行
事

へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
り
、「
に
こ

に
こ
子
育
て
講
演
会
」
を
開
い
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
未
就
園
児

に
対
し
て
園
庭
開
放
も
し
て
い
ま
す
。

各
活
動
の
前
に
は
入
念
に
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
、
終
わ
れ
ば
反
省
会
を
開
い

て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
の
幼
小
連
携
教
育
研
究
は

平
成
12
年
度
に
始
め
て
以
来
、
人
間

関
係
に
お
け
る
幼
稚
園
と
小
学
校
教

員
の
捉
え
方
の
相
違
と
共
通
点
の
確

認
や
、
遊
び
を
通
し
た
総
合
的
な
指

導
の
評
価
を
中
心
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
入
れ
、
幼
小

中
連
携
の
基
盤
研
究
に
な
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

４
つ
目
は
、
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い

英
語
と
の
出
合
い
に
つ
い
て
の
研
究
と

し
て
、
主
に
５
歳
児
を
対
象
に
「
英
語

で
遊
ぼ
う
！
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
然
な
遊
び
の
中
で
日
常
の
言
語
と

は
異
な
る
語
感
の
リ
ズ
ム
や
響
き
を

身
体
で
感
じ
、
新
し
い
言
語
感
覚
の

芽
生
え
を
培
う
こ
と
を
目
的
に
、
学

校
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
と
共
同
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
研
究
も

日
々
の
保
育
を
対
象

と
し
た
「
実
践
研
究
」

と
し
て
計
画
、
実
施
、

検
討
を
行
い
、
そ
の

成
果
を
幼
稚
園
教
育

に
反
映
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
広
く
提

言
し
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
大
学
か
ら
の
研
究

支
援
助
成
金
に
感
謝
し
つ
つ
、
来
年

度
は
外
部
資
金
を
獲
得
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

附 属 だ よ り

From Institution

附属幼稚園園長
名
な

須
す

川
かわ

知
とも

子
こ

「英語で遊ぼう！」

子育て支援「きっずくらぶ」で園庭や遊戯室を開放

附属幼稚園
設立年…1980年
教育目標
●健康な体の子ども
●やさしく豊かな心を持つ子ども
●よく考えて最後までやりぬく子ども
園児数…125人
※18年度から3年保育は1クラス（20人）増えます。

「
子
ど
も
の
学
び
を
深
め
る
保
育
の
創
造
」

│
実
践
研
究
の
構
築
を
め
ざ
し
て
│
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　小・中学校における不登校児童生徒は全国
で12万人を超え、深刻な教育課題となっている
ことを受け、兵庫教育大学では平成17年度から
「NANAっくす（学生参加による不登校支援ネ
ットワーク）」の構築に着手しました。この取り組
みは、主に兵庫県内の不登校支援施設と兵
庫教育大学が連携、協力して、学生の参加型
学習と研究活動を体系化するものです。
　まず、不登校支援施設に学生をボランティ
アスタッフとして派遣。学生はそこで学んだこと
や活動内容などをフィールドリポートとしてまと

め、学内外に向けて継続的に発信していきます。
次に、これらの活動を通して、コミュニケーション
を活性化することで、支援施設同士、支援施
設と大学との連携、協力を図ります。学生にとっ
て不登校支援施設での活動は有意義な経験
であり、教員としての実践的な資質を身に付け
ることが期待できます。
　不登校支援施設の方々には、「NANAっく
す」にご理解をいただき、ネットワークへの参加
と学生ボランティアの受け入れにご協力をお願
いします。

問NANAっくす活動室（不登校支援室）
　　山国地区････････30795･40･2245

　　嬉野台地区････････30795･44･2305

教育支援課･･･････30795･44･2042、2348

｢ N A N A っ く す 」の 詳 細 を 知 り た い 方 に は パ ン フ レ ッ ト を お 送 り し ま す 。

www.offi  ce.hyogo-u.ac.jp/nanacs/index.html

　昨年10月、小学校教

員養成プログラム受講生

の修学上の相談、教員

就職のための支援や受

講生相互の交流を促進

するために開設しました。

専門職員を配置し、受講

生からの要望にフレキシブルに対応。毎週水曜には学外相

談員による教員就職などに関する相談も実施しています。

　「大学・大学院に

おける教員養成推進

プログラム（教員養成

GP）」に対応するため、

昨年11月に開設。今後

は、兵庫教育大学と教

育現場を結ぶ中心的な役割を果たし、大学教員と実務家

教員が協働して高度で実践的な教師教育プログラム（現代

的な教育課題に対応した科目群、人材データバンクを活用

した協働授業、事例研究、討論、現地調査、実習など）を組

織的に開発・改

善、実施する場と

なります。より高度

な実践的指導力

を持った教員の養

成をめざします。

Ureshino Scramble

学生の就職や教員の研究活動などを
サポートする2つの〝部屋〞を開設

●小学校教員養成プログラム支援室 ●兵庫教育大学リエゾンオフィス

　小・中学校における不登校児童生徒は全国
で12万人を超え、深刻な教育課題となっている
ことを受け、兵庫教育大学では平成17年度から
「NANAっくす（学生参加による不登校支援ネ
ットワーク）」の構築に着手しました。この取り組
みは、主に兵庫県内の不登校支援施設と兵
庫教育大学が連携、協力して、学生の参加型
学習と研究活動を体系化するものです。
　まず、不登校支援施設に学生をボランティ
アスタッフとして派遣。学生はそこで学んだこと
や活動内容などをフィールドリポートとしてまと

｢ N A N A っ く す 」の 詳 細 を 知 り た い 方 に は パ ン フ レ ッ ト を お 送 り し ま す 。

うれし の 交 差 点

学生の派遣を通して
不登校支援施設や学校との連携、協力を深める
「NANAっくす（学生参加による不登校支援ネットワーク）」
がスタート

「
N
A
N
A
っ
く
す
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト



教育子午線

☆大学院学校教育研究科（修士課程）
◎募集人員（25人）　

◎出願期間　2月13日月～17日金（必着）
◎試験日　3月11日土（筆記・口述）
◎合格者の発表　3月20日月16：00
※昼間クラスと夜間クラスのあるコースは昼夜開講
制です。昼間は嬉野台キャンパス、夜間は主に大学
院神戸サテライト（神戸市中央区）で開講します。
※言語系コースには国語分野と英語分野、自然系
コースには数学分野と理科分野があります。
w入試課30795・44・2067

☆附属小学校
◎募集人員　約20人
◎出願期間　2月13日月～15日水
◎面接日　2月20日月
◎選考結果発表および抽選日　2月22日水
w附属小学校事務室30795・40・2218
☆附属中学校
◎募集人員　若干名
◎出願期間　2月13日月～15日水
◎面接日　2月17日金
◎選考結果発表および抽選日　2月20日月
w附属小学校事務室30795・40・2218

「不登校」「いじめ」「非行」「進路・就学」「学習の
問題」などに悩んでいる園児、児童生徒とその保護

者や教師を対象に、カウンセラーが遊戯療法、箱庭
療法などを通して相談に応じます。無料。
◎開設場所　教育・言語・社会棟5階512号室（嬉
野台地区）
◎利用方法　予約制。電話かファクスで申し込みく
ださい。
w生徒指導講座350795・44・1100、1135
※担当者不在の場合は留守番電話に氏名・電話番
号を入れるか、ファクスを送信してください。

「勉強（学習）の悩み」「友人関係の悩み」「不登校」
「習慣や行動の悩み」など、学校生活にまつわるあ
らゆる相談に応じます。アドバイス、情報提供、コン
サルテーション、専門家や専門機関の紹介などを通
して、来談者と相談室員、専門家が話し合いながら
解決方法を探っていきます。来室による面談、電話
相談が中心ですが、メールでの応対、学校や家庭へ
出張もします。無料。
◎開設場所　学校教育研究センター（山国地区）
◎利用方法　予約制。月曜～金曜の9：00～17：
00に電話かファクス、メールで申し込みください。
w学校なんでも相談室350795・40・2277
kogawa@ceser.hyogo-u.ac.jp

県北播磨県民局と共同で
推進している地域貢献事
業「北播磨地域学育成
事業」の一環です。北播
磨地域の小学校で取り
組んでいる地域学習の
発表と意見交換を通し
て、学校教育における
地域学習の発展のた
めの方策を探ります。
入場無料。
◎開催日　2月15日水
◎時間　14：30 ～17：00
◎場所　小野市うるおい交流館エクラ
w兵庫教育大学地域交流推進センター30795・
44・2053、県北播磨県民局企画調整部3079

5・42・8308

音楽コースの学生がそれぞれ専門の楽器で4年間
の研究成果を披露します。入場無料。
◎開催日・時間　2月11日土・13：30～
◎場所　兵庫教育大学講堂
w芸術棟事務室30795・44・2249
　　　　　 50795・44・2259

学部卒業生、3年生、大学院生、附属幼稚園・小学
校・中学校の児童生徒、大学教員による合同作品
展。観覧無料。最終日にはギャラリートークも。
◎開催期間　3月8日水～12日日
◎時間　10：00～18：00（最終日は15：00まで）
◎場所　県立美術館原田の森ギャラリー（神戸市
灘区）
w芸術棟事務室30795・44・2249
　　　　　　　50795・44・2259

櫻井晨正教授（芸術系教育講座）と卒業生、絵画
教員の25人による作品展です。観覧無料。
◎開催期間　3月8日水～12日日
◎時間　10：00～18：00（最終日は16：00まで）
◎場所　県立美術館原田の森ギャラリー（神戸市
灘区）
w芸術棟事務室30795・44・2249
　　　　　　　50795・44・2259

共通講義棟1階の壁面を活用し、ギャラリースペー
スを開設。日常の授業やサークルなどでの創造的文
化活動の発表などを通して、梶田学長が掲げる「兵
教大ルネッサンス」のビジョンの実現に向けて、大
学全体の文化力を高揚していくねらいがあります。

兵 庫 教 育 大 学 か ら の お 知 ら せ

HyogoUniversityofTeacher Education

編 集 後 記
●誌面リニューアルから1年。教育についてのオピニオンリーダーとしての誌面づ
くりを心がけてきましたが、いかがでしょうか。今号では、平成19年度設置予定の
「教職大学院」について、学長や各コースの代表者がその意義や展望を語り合
いました。大学が変わりつつあることを実感しました。教育の最前線を走る大学
の広報誌として、今後も最新の情報を伝えていきたいと思います。（は）
●平成19年度の設置に向けて準備が進む「兵庫教育大学教職大学院」につ
いて教育最前線で取り上げました。それと連動して、座談会も挿み込みました。
今まさに教育現場で注目を集めているこの話題は、新構想大学である本学の
使命そのものである専門性の高い教員の育成と資質向上のためのモデルとなる
べく、全国の先頭を切って取り組んでいる大事業です。教育現場のみならず地
域や保護者の皆様にもぜひ読んでいただきたいものです。教育子午線のバッ
クナンバーはホームページhttp：//www.hyogo-u.ac.jpでご覧いただけます。（に）

『教育子午線』では、読者のみなさまの声を生かした誌
面づくりをめざしています。はがきかメールで、住所、氏名、
年齢、①『教育子午線』第10号の感想、②取り上げてほし
い特集内容を記入してお送りください。ご意見・ご感想を
寄せいただいた方にはオリジナルステッカーを進呈します。

●あて先：〒673-1494 兵庫県加東郡社町下久米942-1
　※3月20日からは、加東市下久米942-1になります。
兵庫教育大学企画課企画・広報チーム
30795･44･2334 50795･44･2009  office-koho-t@office.hyogo-u.ac.jp

第10号  2006年2月発行
発行／兵庫教育大学 大学広報室
http://www.hyogo-u.ac.jp
編集協力／㈱神戸新聞マーケティングセンター

この印刷物は再生紙を使用しています。

◎平成18年度第2次学生募集

◎櫻井晨正教授退職記念
　「晨暉展」

オリジナルステッカーをプレゼント！

◎学部卒業演奏会

◎兵庫教育大学美術展

◎「壁面からの文化発信ギャラリー」
 の設置

◎平成18年度児童・生徒募集（2次）

◎学校カウンセリングルーム

◎学校なんでも相談室

◎北播磨地域学習フォーラム
 ～小学校における地域学習のい
ま、これから～

い特集内容を記入してお送りください。ご意見・ご感想を

●あて先：〒673-1494 兵庫県加東郡社町下久米942-1

県北播磨県民局と共同で
推進している地域貢献事
業「北播磨地域学育成
事業」の一環です。北播

◎時間　14：30 ～17：00

灘区）
w
　　　　　　　

共通講義棟1階の壁面を活用し、ギャラリースペー
スを開設。日常の授業やサークルなどでの創造的文
化活動の発表などを通して、梶田学長が掲げる「兵
教大ルネッサンス」のビジョンの実現に向けて、大
学全体の文化力を高揚していくねらいがあります。

◎
 の設置

▶学校教育学専攻
スクールリーダーコース
▶教科・領域教育学専攻
言語系コース

社会系コース

自然系コース

生活・健康系コース

総合学習系コース

 5人

5人
若干人
5人

若干人
若干人
若干人
5人

若干人
5人

若干人

 昼間クラス

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス

◎ ご 意 見 ・ ご 感 想 を 寄 せ ら れ た 方 に


